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■乙女高原ファンクラブの会員数・・・５６９人（2008年１０月１日現在） 
 

乙女高原ファンクラブ ニュースレター (通算 29号) 2008.１０.１. 

乙女高原が好き！0803号 
 

特集 アサギマダラ調べ隊2008（夏のマーキング調査） 

アサギマダラに印をつけて放したよ 
 

●アサギマダラ調べ隊2008までの道のり● 
 調べ隊の当日，担当の高橋さんは資料の準

備などのため，前日から一睡もしてなかったそ

うです。でも，そんな努力の甲斐あって，当日は

いい天気に恵まれたし，アサギマダラにも恵ま

れ，大成功の調べ隊でした。 

 今回，アサギマダラのマーキング調査は乙女

高原ファンクラブにとって初体験でした。 

 この調査に取り組もうというきっかけは２つ

です。もちろん，書籍や新聞によって，乙女高原

でも観られるアサギマダラは海を渡る旅をす

るらしいということは知っていました。でも，

2003年の夏，静岡県三島市の谷川さんが乙女

高原でマーキングした１０頭のアサギマダラの

うちの１頭が，同年10月13日に愛知県田原市の

衣笠山で再捕獲－という事実を目の当たりにして，乙女高原のアサギマダラも旅をするんだという

ことが実感できました。 

 もう一つは，去年の夏，アサギマダラの幼虫が乙女高原で確認でき

たことです。幼虫が食べるのはガガイモ科の植物だそうですが，乙女

にいっぱいあるガガイモ科植物と言えばイケマです。穴あきのイケマ

の葉を探したところ，小さな幼虫が見つかったので，乙女に行くたび

に観察しました。ある日，大きくなった幼虫が，今までと違い，透き通っ

た感じの色になり，そして葉からいなくなったので，さなぎになったと

思いました。でも，さなぎは見つかりませんでした。 

 

 そんなことを背景に，去年，アサギマダラの調査をしようということ

が決まり，担当を高橋さんと石橋さんが引き受けてくださり，この日ま

で準備をしてきました。 

 1月27日に開催した乙女高原フォーラムでは「乙女高原にも来るよ，

海を渡るちょうアサギマダラ」をテーマに，名古屋でアサギマダラ調

査に取り組んでいる近藤さんのお話を聞きました。 

 6月22日と7月6日には幼虫調査も行いました。高橋さんが事前に

卵を見つけてくれたので，それを継続観察することができました（詳

細はニュースレター0802号）。 

 調査マニュアルは高橋さんが，捕虫網は石橋さんが準備してくださ

いました。購入費用には，石和サティさんの黄色いレシートキャンペー

ンと，全労済さんの助成金を充てました。 

高橋さんが見つけた卵を継

続観察したところ，さなぎに

なりました。写真上は，まさ

にさなぎに変身しようとして

いるところ。 
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●アサギマダラ調べ隊2008（その１）● ８月３日 
 そんな準備を経て，ようやくマーキング調査の日をむかえたわけです。いつものように受付30分

前にスタッフが集まり，打ち合わせをしました。スタッフにとっても初めてのことです。高橋さんから念

入りに説明がありました。そして，受付開始。今回はいつもと違って，受付時にチョウの翅に書き込む

イニシャルを確定しなければなりません。たとえば，ぼく植原は，捕まえたチョウにＵＡというイニシャ

ルを書きましたが，もし，「うえの あきお」という人も参加したら，同じイニシャルになってしまうので，

調整しなければならない・・・というわけです。 

 そして，開会。高橋さんから調べ隊の意義について話があり，次に「紙芝居（Ａ３判に拡大コピーし

た写真の数々）」を使って，高橋さんからアサギマダラの特徴や生態，そして，調査の仕方について説

明がありました。石橋さんからは虫取り網の使い方についての実演を伴った説明がありました。 

 そして，３つの班に分かれ，あらかじめ高橋さんや石橋さんが調べておいたアサギマダラがいそう

なポイントに向けて出発しました。スタッフの皆さんが快く班長やトランシーバー係，救急用品携帯係

を引き受けてくださいました。 

 アサギマダラ調べの流れは・・・まず，アサギマダラを見つけたら，すぐに採らないで観察です。どん

な花にいるのか，何をしているのか，オスかメスか，何か特徴はないか（すでにマークがないか，翅に

傷がないか･･･）をしっかり観ます。そしたら，いよいよ捕獲。どうしても力が入りすぎたり，網を速く

振ってしまいがちですが，アサギマダラの体を傷めてしまっては，元も子もありません。傷つけないよ

う，そっと振るのがコツだそうです。花にとまっている場合は，花の上に網をすべらせるようにして採

ります（上からかぶせない）。網の上からちょうをそっと押さえ，もう片方の手を網の中に入れ，そっと

取り出します。このとき，両方の翅を揃えておきます。ちょうを調査用紙のバインダーの上にそっと置

き，油性ペンで，これもそっとマークします。書き入れる内容は，①場所②月日③マークした人です。

場所は「乙女」と漢字で書くことにしました。幸い「乙女」という漢字は，ひらがなよりも，カタカナよ

りも画数が少なくて済むので，書くのが楽で，しかも確実です。月日は，「８／３」と書きました。アサギ

マダラは何年も生きるわけではないので，「年」の情報は省略です。マークした人の情報は「イニシャ

ル＋何頭目か」です。たとえば，「ＵＡ３」は，ぼく植原がマークした３頭目という意味です。 

 これらを書き入れたら，前翅の根元から先っぽまでの長さを測り，調査用紙に必要事項を書き込

み，念のため，印を付けたちょうの写真を撮ってから，逃がしました。おもしろいことに，アサギマダラ

は印を付けている間，ジタバタせず，翅から指を離しても，しばらくそのままの状態でいました。まる

で，寝たふりをしているタヌキみたいでした。 

 これを，ちょうを見つけた分，繰り返しました。参加者全員がこれを体験できるほどアサギマダラ

がいるか心配でしたが，参加した27人全員が体験することができ，なんと88頭ものアサギマダラに

マークすることができました。おもしろかったのは，なんといっても「白タオル」です。本によると「ア

サギマダラは白タオルをクルクル回すと，寄ってくる」というのですが，本当に寄ってきます。上手に

やると，寄ってきたところをスッと捕まえられるので，まるでマジックです。 

 調査自体は午前中に終わり，午後，マーキング頭数の速報値を皆さんにお伝えし，感想をお聞きし

て，解散しました。 
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●アサギマダラ調べ隊2008（その２）●   ８月３１日 
たくさんのアサギマダラに印を付けることができたアサギマダラ調べ隊１回目。2 回目の今回はど

うかな？・・・と，期待半分。でも，8 月下旬に何度か「猛烈な雨」が続いたし，今日は晴天というわけに

はいかなそうだし，アサギマダラが大好きなヨツバヒヨドリの花はほとんど終わっているし・・・と不安

材料もたくさんありました。 

ところが，参加者は前回同様 30 人近くいたし，捕まえて印を付けることができたチョウも 52 頭も

いました。調査１年目としては，前回・今回とも大成功だったと思います。 

今回すごいなーと思ったのは，スタッフの高橋さんと石橋さん。高橋さんは前回のマニュアルをさ

っそく改良してきましたし，石橋さんは実物の 2 倍くらいあるアサギマダラの模型を作ってきて，それ

を使いながら「こういうふうにつかんでください」などと分かりやすく説明してくれたり，「これが日

本にいるすべてのマダラチョウ科のチョウです」と標本を見

せてくれたりしました。(植原 記) 

以下，参加した皆さんの感想です（一部） 

・ 白いタオルをふりまわすとよってくるのがふしぎだった。

オスはたくさんいたけど，メスは見あたらなかった。3 匹取

れてよかったです。いい体験になってよかったです。 

・ とまっているチョウはかんたんに取れたけど，飛んでいる

チョウを捕まえるのはむずかしかったです。とても楽しか

ったので，また参加したいです。 

・ 景色がきれいな中で，子どもたちと一緒にちょうちょを追

いかけて，とてもリフレッシュできました。とても楽しい企

画で，また参加したいです。 

 

 

乙女高原を訪れた多くの方に，乙女高原の魅力を伝えた 

夏の自主インタープリテーション(案内)活動 
 

 今年も，乙女高原案内人の皆さんが乙女高原を訪れた人を無償で案内するという自主活動

を，７月下旬から８月末までの週末を中心に行ってくださいました。案内人の会会長の坂田

さんが活動日誌を集計してくださいましたので，それを全案内人に送付して確認している最

中ですから，まだ暫定値ですが，１７日間にのべ１１７人の案内人が３４８人を案内するこ

とができました。案内人の皆さん，本当にごくろうさまでした。 

自然公園などでガイドマップを発行し，それをたよりに歩くことは普通にあります。時間

を決めて，案内活動をしているところも見かけます。でも，乙女高原では，時間など決めな

いで，来訪者に合わせて案内活動をしているのですから，すごいと思います。 

ガイドマップももちろん必要です。案内看板も欲しいです。でも，なんといっても，その

地が大好きな人に案内してもらうのが一番。大事なことが一番伝わるのは「人から人へ」で

す。それを実践しているのが，乙女高原案内人と言えるでしょう。 

今年ののべ参加案内人数は今までで最高です。今年，案内人になったばかりの第４期の案

内人の方がのべ２９名も参加してくださいました。多くの案内人が参加してくださったおか

げで，同時に何組もの来訪者を案内することもできました。また，お花の説明看板を整理し

たり，付け替えたりしてくださった案内人もいらっしゃいました。案内ばかりが案内活動で

はないんですよね。 
 

【案内人の自主活動 2005～2008】 

 
 

 

 

 2005 2006 2007 2008 

活動日数 １６ １７ １６ １７ 

参加案内人のべ数 ９１ ８４ １０１ １１７ 

案内した方の数 ４０８ ５２４ ４５７ ３４８ 

 【スクープ！！】 
アサギマダラ調べ隊事務局・高橋

さんからの情報です。 

８月３日のアサギマダラ調べ隊

で「乙女, MH4 ,8.3」とマークさ

れたアサギマダラが，9月 14日に

兵庫県新温泉町海上林道上山高

原で再捕獲されたそうです。乙女

高原からほぼ真西。直線距離で約

３８０キロメートル飛んでいっ

たことになります。 
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   乙女高原随一のインタープリターはマルハナバチだ！ 

今年のマルハナバチ調べ隊は・・・ 
 

●マルハナバチ調べ隊 2008（その２）● ８月１０日 
今年が第６期となる「マルハナバチ調べ隊」。毎年，６月下旬・８月上旬・９月中旬の３回，マルハナバチ

の調査を行っています。同じ時期に同じ調査をやっているので，得られたデータを比較して，その年の傾

向等をあぶり出すことができると考えています。 

さて，今年の 6 月の調査は雨のため中止でした。ですから実質的に今回が今年の 1 回目です。「一応」

参加者は 16 名でしたが，塩山高校の放送部の皆さんがビデオ取材に来てくださったり（高校生のビデオ

番組コンテストに出品するのだそうです），中央市で川の保全活動や観察会などをやっている時習塾の

皆さんが参加してくださったりと，賑やかな会になりました。 

会の進め方はいつもと同じ。紙しばいを見てもらい，ラインセンサスをし，お昼をはさんで午後から待ち

伏せ調査をするというものです。マンネリもいいところなのですが，毎回，新しいアイデアを入れていま

す。参加記念品としてマルハナバチのカードを作ったのもその一つです。今回は，「マルハナバチの雑

学」パネルを作ってみました。「マルハナバチという名の戦車がある」とか「マルハナバチという名のス

ポーツメーカーがある」「ハリーポッターにマルハナバチが出演していた」など「へー」と思えるような内

容です。まだ見てない方は，ぜひ一度ご覧ください。 

さて，ラインセンサス調査の結果です。 

まず，マルハナバチから見ると，一番多かったのはミヤママルハナバチの 26 頭，続いて，トラマルハナ

バチの 24 頭，オオマルハナバチの 16 頭，コマルハナバチの 1 頭，ホンシュウハイイロマルハナバチ（？）

の 1 頭で，計 68 頭でした。 

次に，花の方から見ると，一番人気はクガイソウで計 32頭，続いて，ノハラアザミに26頭，ヤマハギに3

頭，ヤマギランに 2 頭，そして，ヨツバヒヨドリ・シモツケ・タチフウロ・ウツボグサ・チダケサシにそれぞれ 1

頭でした。クガイソウとノハラアザミで人気をほぼ二分していることが分かります。 

午後から花の前で 15 分どんなマルハナバチが来るかを待ち続ける「待ち伏せ調査」を行いました。そ

れがちょうど終わるころ，雨が降り出し，あわてて会を終了しました。 

参加した皆さんからこんな感想をいただきました。一部を紹介します。 

 

・ マルハナバチを観察してみて，ハチは何でも一緒だろうと思ったりしていたけど，一つ一つ違い，新し

い発見があっておもしろかったです。 

・ 最初，虫やハチには苦手意識があり，「もしかしたら，刺されるかも」という気持ちしかありませんでし

た。しかし，今回の活動で，たくさんのおとなしい虫やハチを見ているうちに，だんだんとそれらがか

わいく見えてきて，虫やハチを好きになることができました。また機会があれば，また活動に参加した

いです。 

・ ハチってこわい（刺される）というイメージしかなかったけれど，マルハナバチはすごく働き者で，か

わいかったです。いろいろ雑学（ブランド，装甲車，ハリーポッター）もためになりました。 

 

●マルハナバチ調べ隊 2008（その３）● ９月１４日 
ＰＲ不足だったのか，運動会などいろいろな行事と重なってしまったのか，今回は参加者が 7 人と少な

く，その分，ゆったりと観察することができました。 

マルハナバチ以外にも，いろいろな発見がありました。総歩道のまん中にでーんと置かれたウンチ。よ

く見ると，果物の皮のようなものが見えます。キイロスズメバチがシシウドのまわりでゆっくりとホバリン

グしながら飛んでいました。遠くに大きなハチが飛んでいるのが見えました。オオスズメバチです。 

ラインセンサス調査の結果です。とても少なかったです。 

最も多かったミヤママルハナバチで 10 頭，あとはオオマルナバチとトラマルハナバチが 3 頭ずつで，

計 16 頭。花で見ると，ノハラアザミとタムラソウがそれぞれ 4 頭，ハバヤマボクチとセイタカトウヒレンが

2 頭ずつ，モリアザミに 1 頭でした。花にはいず，飛んでいるだけというハチも 3 頭確認できました。 

このようにハチが少なかったし，午後から天気が崩れるという予報だったので，午前のラインセンサス

で終わりにしました。 
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今年も１１月２３日は・・・乙女で しばかり!! 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の草刈りスナップ。大きなビニールシートで草を運ぶ方法が大ヒット。一緒に子どもさんも運ん

だら，大喜び(左)。草刈り恒例の記念写真(それが翌年の草刈りのちらしに載る)を撮る様子を横から

見た写真(右)。去年の参加者は２６７人。はたして今年は・・・？ 
 

第９回 乙女高原の草原を守る！ 草刈りボランティア 
 

日時 １１月２３日（日・祝） 午前 9時半から午後 2時（少雨決行） 

 荒天の場合は翌２４日（月・振替休日）   ※詳しくは同封のちらしを 

 

今年も，乙女最大のイベント「草刈りボランティア」を行います。美しい乙女の草原を保全

するため，乙女高原ファンの皆さん，一緒に汗をかきましょう。 

● 「エンジン付き刈り払い機」をお持ちの方は，できるだけ持ってきていただけませんか？ 

燃料は主催者でも用意します。 

● 子どもたちは大人とは別プログラム「キッズ・ボランティア」で活動します。ぜひ，ご家族

みんなでご参加ください。もちろん，「子どもも大人と一緒に草刈りをさせたい」というこ

とであれば，それでも結構です。 

● 例年，200人以上の参加者があります。このような大人数がスムーズに作業を進めるために

は，多くのボランティアスタッフが必要です。以下のようなスタッフを募集します。ぜひ，

積極的にご参画ください。なお「どんな仕事でもいいから割り振ってくれ」という「おまか

せボランティアスタッフ」も大歓迎です。 

 

■１ 受 付 名簿をチェックし，資料を渡す。手刈りは３つの班に分けるので，人数が同じになるよう人を

振り分ける。ファンクラブの入会受付や寄付受付も。 （６人程。他係との兼任可） 
 

■２ 駐車場 トランシーバーで連絡を取り合いながら，車を止める場所を指示する。基本的に朝だけのス

タッフ（1～２人程他係との兼任可） 
 

■３ 手刈り班 用具貸し出し 手刈り班の現地までカマなどの用具を持って行って，そこで貸し出す。返

却も現地で行う。（３～６人＝手刈りの各班に１～２人） 
 

■４ 手刈り班 備品運搬・連絡 手刈り班の現地まで救急セット，トランシーバー，草運搬用ビニールシー

トなどを運んでいく。運ぶ作業は一般参加者にも手伝ってもらってください。一人は救急セットやトランシー

バーを携帯し，活用する。（３～６人＝手刈りの各班に１～２人） 
 

■５ のこぎり 手刈りの範囲内にある若木をのこぎりを使って切る。（３～６人＝手刈りの各班に１～２人） 
 

■６ 豚 汁 豚汁を作る。チーフは竹居さんです。（４～５人） 
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■７ ロープ撤収 遊歩道のロープをまず撤収する係。作業終了後は他の作業に合流する。ロープ撤収

係を決めておくが，作業開始直後は原則として全員でロープをはずす（３～６人＝手刈りの各班に１～２人） 
 

■８ ロープ整理 遊歩道の杭から外してきたロープを，来年使いやすいようにまき直す。（２～４人） 
 

■９ キッズボランティア担当 子どもたちの草刈りの面倒をみるスタッフ。みんなで草をビニールシートに

載せて，おみこしみたいに運んだり，運んだ草をうずたかく積んで，そこで遊んだりするのは楽しいと思いま

す。例年，案内人の皆さんにキッズのスタッフをお願いしています。（５～６人） 
 

■１０ 昼食準備・アンケート配布回収 お昼に，他の人よりちょっと早く作業を切り上げて，豚汁班の昼食

の準備を手伝ったり，引き上げてきた人にアンケートをお願いし，回収できたら，その人に記念品を渡したり

する。（３人ほど。他係との兼任可） 
 

■１１ 「自由にお取り下さい資料」を並べる係 ロッジの庭に長机を出して，その上に観光パンフレットなど

を置く。（３人ほど。他係との兼任可）  
 

■１２ お茶会 仕事が終わった後，ロッジのホールでお茶を飲みながらちょっとした反省と雑談をします。

そのときの飲み物やお菓子の用意。（５～６人ほど。他係との兼任可） 
 

■１３ 記 録 ファンクラブには鈴木（と）さんという専属のカメラマンがいるのですが，全部を写真に納

めることは物理的に不可能です。できるだけ多くの方に，自分の仕事をしながら写真を撮っておいていた

だきたいです。（何人でも。他係との兼任可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■乙女高原ファンクラブの普通会員になりませんか？ 
 乙女高原ファンクラブの会員には普通会員とサポーター会員の 2 種類があります。会報(ニュースレター)

は年 4 回発行予定です。4 月号は普通会員・サポーター会員の両方に送りますが，あとの 3 号は普通会員に

しか送りません。乙女高原での活動を多くの方に知ってもらいたいので，できるだけ普通会員での入会をお

勧めください。会員が増えることで，乙女高原を守りたいというファンクラブの発言権も強くなります。 
 

乙女高原ファンクラブに入会するには･･･ 

・「入会します 氏名・郵便番号・住所・電話番号」と，入会のご意志を事務局まで届けてく

だされば，いつでも，だれでも会員になれます。ファックス，メール，手紙が確実です。 

・入会金も年会費もありません。 

・普通会員には年 4回，サポーター会員には年１回，ニュースレターが届きます。 

・普通会員には総会出席の義務がありますが(委任状可)，サポーター会員にはありません。 

 

■乙女高原ファンクラブへの連絡先■ 
【事務局】植原 彰(方)  〒404-0013山梨県山梨市牧丘町窪平 1110-3 

 TEL/FAX 0553-35-3682    電子メール otomefc＠kcnet.ne.jp 
     ※会報への原稿や写真等の投稿もこちらにお送りください。 

WEB http://www.kcnet.ne.jp/̃otomefc/  
 

 ●郵便振込●(番号)０２２０－８－７１０９３(加入者名)乙女高原ファンクラブ 
 

全労済より助成金をいただく 
 

全労済の「２００８年全労済地域貢献助成事業［環境分

野］」に応募したところ，審査に通り，助成金をいただくこ

とができました。７月３０日に甲府市のベルクラシックで目

録贈呈式が行われ，ファンクラブから代表世話人の古屋

さんと植原が出席し，目録をいただいてきました。助成金

は「乙女高原における環境保全・環境教育活動」に有意

義に使わせていただきます。ありがとうございました。 


